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◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243

２月 15 日現在、総額 47,826,249 円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。（寄附受付順、敬称略）

氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

匿名
小泉　敏男
松原　誠
植田　光子
下村　功
坂蒔　　夫
森下　和広
長谷川　隆
杉山　祐介
平成22年度新成人記念のつどい実行委員会
小田　大輔

愛知県武豊町
埼玉県春日部市
埼玉県さいたま市
長崎県長崎市
高知県高知市
茅ヶ崎市
宮崎県宮崎市
小田原市
滋賀県東近江市
大磯町
京都府与謝野町
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氏名（名称） 寄附金額住所（所在地）

湧川　潤子
池田　正三
匿名
野坂　忠尚
三好　圭
田川　徹
杉山　智子
大磯町危険物安全協会
眞橋　留美
横山　松雄
井上　康久

沖縄県うるま市
東京都立川市
福岡県北九州市
青森県野辺地町
※※※※※※
岐阜県各務原市
大磯町
大磯町
東京都江戸川区
東京都練馬区
※※※※※※

※※※※※
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※※※※※
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¥10,000 
¥10,000 
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グ
ル
ー
大
使
と
吉
田
茂

旧吉田茂邸再建基金寄附者一覧⑲ (22件：１月12日～２月15日)

旧
吉
田
茂
邸
再
建
に
向
け
て

連
載
シ
リ
ー
ズ

大
磯
の
賢
人

　吉
田

　茂

19

　
吉
田
は
外
務
省
退
官
後
も
ロ
バ
ー
ト
・

ク
レ
ー
ギ
ー
駐
日
イ
ギ
リ
ス
大
使
、
ジ
ョ

セ
フ
・
グ
ル
ー
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
と
家

族
ぐ
る
み
の
交
際
を
続
け
、
英
米
と
の
関

係
の
改
善
に
努
め
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
夫
妻
と
吉
田
夫
妻
は
親
密
な
間

柄
で
、
グ
ル
ー
夫
人
の
ア
リ
ス
は
、
雪
子
夫

人
の
人
柄
と
豊
か
な
教
養
を
愛
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
両
夫
妻
に
悲
劇
が
訪
れ
ま

す
。
雪
子
夫
人
が
病
魔
に
侵
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。

　
ガ
ソ
リ
ン
規
制
が
厳
し
く
な
っ
て
い
た

当
時
、
個
人
の
車
が
使
用
で
き
な
く
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
グ
ル
ー
大
使
は
雪
子
夫

人
の
見
舞
い
の
た
め
、
吉
田
に
大
使
館
の

車
を
使
用
さ
せ
た
り
、
ア
リ
ス
夫
人
は
病

床
の
雪
子
夫
人
に
特
製
の
ス
ー
プ
を
届
け

る
な
ど
、
グ
ル
ー
夫
妻
の
心
遣
い
は
吉
田

夫
妻
を
支
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
悲
し

い
こ
と
に
雪
子
夫
人
は
昭
和
16
年
10
月
帰

ら
ぬ
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　
昭
和
16
年
11
月
の
御
前
会
議
で
は
、
武

力
発
動
を
12
月
初
頭
と
定
め
、
12
月
１
日

零
時
迄
に
対
米
交
渉
が
成
功
し
た
場
合
は

武
力
発
動
を
中
止
す
る
、
と
い
う
帝
国
国

策
遂
行
要
が
決
定
し
ま
し
た
。
別
紙
に
は

２
つ
の
対
米
交
渉
案
、
甲
案
（
緩
和
修
正

案
）・
乙
案
（
暫
定
協
定
案
）
が
用
意
さ
れ

ま
し
た
。
甲
案
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
に
備

え
て
用
意
さ
れ
た
乙
案
は
、
幣
原
喜
重
郎

と
吉
田
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
野
村
吉
三
郎
駐
米
大
使
と
共
に

来
栖
三
郎
特
命
大
使
が
対
米
交
渉
に
あ

た
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
米
側
外
交
政

策
責
任
者
の
コ
ー
デ
ル
・
ハ
ル
国
務
長
官

と
会
談
を
重
ね
、
日
米
関
係
の
打
開
に
努

め
ま
し
た
が
、
日
本
側
の
甲
案
・
乙
案
は
共

に
拒
否
さ
れ
、
日
米
交
渉
は
破
綻
、
ハ
ル
は

い
わ
ゆ
る
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
を
手
交
し
ま
し
た
。

ハ
ル
・
ノ
ー
ト
に
は
、
中
国
及
び
仏
領
イ
ン

ド
シ
ナ
か
ら
の
全
面
撤
退
、
重
慶
政
府
以

外
の
政
府
の
否
認
、
三
国
同
盟
の
否
認
、
と

い
う
日
本
側
に
と
っ
て
厳
し
い
内
容
が
含

ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
郷
茂
徳
外
相
の
代
理
で
外
務
省
顧
問

の
佐
藤
尚
武
に
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
の
写
し
を
手

渡
さ
れ
た
吉
田
は
、
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
に
「
試

案
で
あ
り
、
日
米
交
渉
の
基
礎
案
」（『
回
想

十
年
』
第
一
巻
）
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
気
付
き
、
最
後
通
牒
で
は
な
い
こ
と
を

確
信
し
ま
す
。
吉
田
は
東
郷
に
、ハ
ル・ノ
ー

ト
を
見
た
岳
父
・
牧
野
伸
顕
の
「
戦
争
は

避
け
る
べ
き
」
と
の
意
見
と
共
に
、
ハ
ル
・

ノ
ー
ト
は
最
後
通
牒
で
は
な
い
と
伝
え
ま

し
た
。「
君
は
こ
の
こ
と
が
聞
き
入
ら
れ
な

か
っ
た
ら
、
外
務
大
臣
を
辞
め
る
べ
き
だ
。

君
が
辞
職
す
れ
ば
、
閣
議
が
停
頓
す
る
ば

か
り
か
、
無
分
別
な
軍
部
も
多
少
は
反
省

す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
死
ん
だ
っ
て
男
子
の

本
懐
で
は
な
い
か
」（
同
）
と
ま
で
語
っ
た

の
で
す
。

　
直
後
、
グ
ル
ー
大
使
は
吉
田
に
会
う
と
、

「
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
は
決
し
て
最
後
通
牒
で
は

な
い
。
日
米
両
国
政
府
の
協
議
の
基
礎
と

し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
明
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
是
非
直
接
そ
の
趣
旨
を
東
郷
外

務
大
臣
に
説
明
し
た
い
か
ら
、
会
見
を
申

し
入
れ
て
貰
い
た
い
」（
同
）と
言
い
ま
し
た
。

既
に
日
本
政
府
で
は
開
戦
を
決
定
し
て
い

た
た
め
会
談
は
承
諾
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
グ
ル
ー
も
吉
田
と
同
様
、
日
米
開
戦
回

避
へ
心
血
を
注
い
だ
の
で
す
。
の
ち
に
吉
田

は
「
最
後
の
瞬
間
ま
で
、
日
米
国
交
維
持
の

た
め
渾
身
の
努
力
を
払
わ
れ
た
こ
と
に
対

し
、
深
い
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
」

（
同
）
と
グ
ル
ー
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
を
突
き
付
け
ら

れ
た
日
本
政
府
は
、
最
後
通
牒
と
解
釈
し
、

12
月
１
日
の
御
前
会
議
で
米
英
蘭
と
の
開

戦
を
正
式
に
決
定
、
12
月
８
日
に
ハ
ワ
イ
・

真
珠
湾
攻
撃
を
決
行
し
ま
し
た
。

　
開
戦
後
、
軟
禁
状
態
と
な
っ
た
グ
ル
ー

大
使
に
吉
田
は
手
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　「
あ
な
た
の
わ
が
国
と
わ
れ
わ
れ
に
対
す

る
友
情
を
、
決
し
て
忘
れ
ぬ
こ
と
は
確
信

を
も
っ
て
頂
き
た
い
（
中
略
）
あ
な
た
が
私

と
私
の
家
族
に
与
え
ら
れ
た
個
人
的
な
友

情
と
親
切
に
対
す
る
感
情
の
念
を
御
受
領

下
さ
い
」（
ジ
ョ
セ
フ
・Ｃ
・
グ
ル
ー
『
滞
日

十
年
』
下
巻
）
二
人
の
間
に
は
単
な
る
外
交

上
の
交
際
を
越
え
た
友
情
と
信
頼
と
い
う

太
い
絆
が
結
ば
れ
て
い
た
の
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
郷
土
資
料
館
　
学
芸
員
　
曽
根
田
　

　
☎（
61
）
４
７
０
０

※上記のほか、４名の方から 7,500 円、世代交流センター設置の旧吉田茂邸再建応援自動販売機の売上実績分として 2,996 円のご寄附をい　
ただいております。

（
61
）４
７
０
０

◎
郷
土
資
料
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　
申
込
み

郷
土
資
料
館
情
報

図
書
館
へ
よ
う
こ
そ

図
書
館
へ
よ
う
こ
そ

企 

画 

展 

開 

催 

中 

！

企 

画 

展 

開 

催 

中 

！

み
ん
な
で

町
の
自
然
を
調
べ
よ
う

み
ん
な
で

町
の
自
然
を
調
べ
よ
う

■「
ア
オ
バ
ト
」
町
の
鳥
制
定
記
念

　「
大
磯
照
ヶ
崎
の
ア
オ
バ
ト
集
団
飛
来
地
」

　神
奈
川
県
天
然
記
念
物
指
定
15
周
年
記
念

　
企
画
展
『
大
磯
町
の
海
辺
の
自
然
』

　
５
月
15
日
ま
で「
大
磯
町
の
海
辺
の
自
然
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
照
ヶ
崎
の

岩
場
を
中
心
に
様
々
な
生
物
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
豊
か
な
海
の
自
然
を
見
に
行
く

前
に
、
ど
こ
に
ど
ん
な
生
物
が
い
る
か
、
調

べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
　
５
月
15
日
（
日
）
ま
で

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館 

企
画
展
示
室

▼
入
館
料

　無
料

■
企
画
展
関
連
行
事

①
照
ヶ
崎
の
生
き
物
観
察

　
照
ヶ
崎
海
岸
に
お
い
て
、
磯
の
生
物
の

観
察
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
な
が
ら
実
際
に

生
物
に
触
れ
、
観
察
を
行
い
ま
す
。

（
61
）３
０
０
２

図
書
館
情
報

◎
図
書
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・

　
申
込
み

▼
と
き
　
４
月
17
日
（
日
）　

　
午
前
８
時
30
分
〜
11
時

▼
集
合
場
所
　
照
ヶ
崎
プ
ー
ル
前

▼
講
師
　
福
田
　
良
昭
氏

　（
相
模
貝
類
研
究
談
話
会 

会
長
）

▼
持
ち
物
　
手
拭
用
タ
オ
ル
、
飲
み
物

▼
対
象
　
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

　
も
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　
で
お
願
い
し
ま
す
。）

▼
定
員
　
30
名

▼
申
込
み
　
４
月
５
日（
火
）か
ら
先
着
順
。

　
来
館
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

②
野
鳥
を
中
心
と
し
た
自
然
観
察
　

　
北
浜
海
岸
か
ら
照
ヶ
崎
に
か
け
て
の
海
岸

を
散
策
し
な
が
ら
、
野
鳥
を
は
じ
め
海
岸
の

動
植
物
の
観
察
や
解
説
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
　
４
月
23
日
（
土
）

　
午
前
９
時
〜
午
前
11
時

▼
集
合
場
所
　
照
ヶ
崎
プ
ー
ル
前

▼
講
師
　
こ
ま
た
ん

▼
対
象
　
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

　
も
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

　
で
お
願
い
し
ま
す
。）

▼
定
員
　
30
名

▼
申
込
み
　
４
月
５
日（
火
）か
ら
先
着
順
。

　
来
館
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

▲磯観察の様子

③
大
磯
オ
ノ
マ
ト
ペ
生
き
物
図
鑑

　
磯
の
生
き
物
は
多
種
多
様
な
姿
形
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
印
象
を
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬

態
語
）
で
表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
公
式

ブ
ロ
グ
「
大
磯
町
郷
土
資
料
館
ノ
ー
ト
」
に

て
コ
メ
ン
ト
募
集
中
で
す
。「
大
磯
町
郷
土

資
料
館
」
で
検
索
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
夏
の
七
草
?!
」。
町

内
を
歩
き
、
夏
季
に
目
立
つ
草
花
の
分
布

状
況
を
調
べ
る
と
と
も
に
開
花
し
て
い
る

花
の
種
類
を
記
録
し
て
い
き
ま
す
。
説
明

会
を
４
月
16
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら
郷

土
資
料
館
研
修
室
で
行
な
い
ま
す
。

▼
申
込
み
　
随
時
受
付
。
直
接
も
し
く
は

　
電
話
で
。

　《
利
用
あ
ん
な
い
》

○
あ
い
て
い
る
時
間

　
本
館…

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

　（
土
日
祝
は
午
後
５
時
ま
で
）

　国
府
分
館…

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

○
お
や
す
み
の
日

　
　月
曜
（
祝
日
の
場
合
開
館
し
、
翌
日

　
以
降
の
祝
日
で
な
い
日
を
休
館
）、
第
１

▲展示風景

開
館
時
間
変
更
の
お
知
ら
せ

　
計
画
停
電
の
た
め
、
開
館
時
間
等

を
変
更
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

蔵
書
点
検
に
よ
る
休
館
の
お
知
ら
せ

　
４
月
18
日（
月
）〜
22
日（
金
）ま
で
、

蔵
書
の
点
検
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
木
曜
、
年
末
年
始
、
蔵
書
点
検
期
間
。

　
詳
し
く
は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
・
年
間

　
カ
レ
ン
ダ
ー
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

　
認
く
だ
さ
い
。

○
利
用
券
を
作
り
ま
し
ょ
う

　
　
借
り
る
に
は
、
利
用
券
が
必
要
で
す
。

　
住
所
が
確
認
で
き
る
免
許
証
・
保
険
証

　
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で

　
発
行
し
ま
す
。

○
借
り
る
と
き
は

　
　
借
り
た
い
本
等
と
利
用
券
を
一
緒
に

　
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

　
図
書
・
雑
誌…

10
冊
ま
で

　
Ｃ
Ｄ…

５
点
ま
で

　
期
間…

２
週
間

　
　
本
と
雑
誌
は
予
約
が
入
っ
て
い
な
い

　
と
き
は
１
回
に
限
り
期
間
を
延
長
で
き

　
ま
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
や
電
話
、
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
、
館
内
検
索
機
で
手
続
き
し
て

　
く
だ
さ
い
。

○
返
す
と
き
は

　
　
資
料
を
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ

　
さ
い
。
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
と
き

　
は
、
返
却
ポ
ス
ト
に
お
返
し
く
だ
さ
い
。

　
Ｃ
Ｄ
や
紙
芝
居
は
破
損
の
恐
れ
が
あ
る

　
た
め
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
ま
す
。

！！！！

　　　　　広報おおいそ　平成23年4月 18




